
生活環境部指定管理候補者審査委員会審査報告書 

（鳥取県立東郷湖羽合臨海公園(引地地区に限る。)） 

 

 

 生活環境部指定管理候補者審査委員会（以下「審査委員会」という。）として、次のとおり鳥取県立東郷湖羽合臨海
公園（引地地区に限る。）（以下「燕趙園」という。）の指定管理者候補者を鳥取県公の施設における指定管理者の指
定手続等に関する条例（以下「指定手続条例」という。）第５条の基準に基づいて審査・選定した。 
 
１ 指定管理候補者 

一般財団法人鳥取県観光事業団 鳥取市相生町４丁目４１１ 理事長 衣笠 克則 
 

２ 指定期間  平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日まで（５年間） 
 
３ 指定管理料の額 
   ４８６，１００，０００円（債務負担行為額 ４８６，１８０，０００円） 
   〔参考〕単年度指定管理料の額 
 
 
 
 
 
 
 
４ 選定理由 

燕趙園の指定管理者の指定に当たっては、１団体から応募があり、審査委員会において指定手続条例第５条の基
準に基づき総合的に審査した結果、目標入園者数の達成に向け、情報発信の強化と誘客促進に向けたさらなる具体的
な取り組みが望まれるとの意見も出されたが、周辺地域との連携に積極的に取り組み、中国らしさを「食」「庭園」
「音楽」等、様々な分野で取り入れ、中国文化の発信と集客のための事業をバランスをとりながら実施する内容は評
価でき、経営基盤も安定しており、指定管理候補者として適当であると認められる。 

 
５ 公募の経緯 
（１）募集期間（募集要項配布から募集締め切りの日まで） 

平成30年8月16日(木)から平成30年10月1日(月)まで（現地説明会9月11日(火)） 
 
（２）応募者 （受付順） 

応  募  者 所  在  地 代  表  者 
一般財団法人鳥取県観光事業団 鳥取市相生町４丁目４１１ 理事長 衣笠 克則 

 
６ 審査委員会の選定経緯 
（１）審査委員 

氏  名 所 属 等 
宮城 律子（委員長） 税理士法人阪本会計 税理士 
小林 綾子 鳥取県生活環境部くらしの安心局 局長 
竹内 由佳 鳥取環境大学経営学部経営学科 講師 
若山 訓 湯梨浜町観光協会 事務局長 
冨岡 哲也 株式会社ＪＴＢ中国四国 鳥取支店長  

 
（２）開催経緯 

ア 第１回審査委員会；平成30年6月22日（金） 
         指定管理者制度及び燕趙園の概要説明、募集要項・審査項目等の審議 

イ 第２回審査委員会；平成30年10月 16日（火） 
         面接審査の実施後、採点及び採点結果の審議、指定管理候補者の選定 
 
 
 
 
 
 

年度 指定管理料の額 
平成３１年度 ９６，５００，０００円 
平成３２年度 ９７，４００，０００円 
平成３３年度 ９７，４００，０００円 
平成３４年度 ９７，４００，０００円 
平成３５年度 ９７，４００，０００円 



（３）選定基準 
 選 定 基 準 審 査 項 目 配 点 
１ 施設の平等な利用を確保す

るのに十分なものであるこ
と。 
（指定手続条例第５条第１
号） 

・管理の基本的な考え方の適合性 
   施設の設置目的の理解 
  指定管理者を希望する理由 
  管理運営の方針 

必須 
＊平等な利用

が確保できな

いと認められ

る場合は失格

とする。 
２ 
 

施設の効用を最大限に発揮
させるものであること。 
（指定手続条例第５条第２
号） 

・管理の基準 
  有料公園施設、利用時間、 
    休園日、利用料金等の設定内容、 
  個人情報保護、情報公開への対応 
 
・施設設備の管理及び衛生管理の水準 
    施設別の管理運営の方針 
    施設設備の維持管理業務の内容 
  外部委託の考え方や県内業者への発注方針 
  環境に配慮した施設運営の取組 
 
・施設の設置目的に沿ったサービス･事業の内容 
    目標とする入園者数 
    中国庭園を活かしたイベント内容 
    サービスの向上策、集客促進 
 
・利用者等の要望の把握と対応 
 
・事故及び事件の防止措置と緊急時の対応 
    火災･盗難･災害などの事故･事件の防止 
  緊急時の体制及び対応 
 

 
５５点 

        

３ 管理に係る経費の効率化が
図られるものであること。 
（指定手続条例第５条第２
号） 

・収支計画及び見積内容の妥当性 
・県の指定管理料の多寡 

             
１５点 

 

４ 
 

管理を安定して行うために
必要な人員及び財政的基礎
を有しており、又は確保でき
る見込みがあること。 
（指定手続条例第５条第３
号） 

・法人等の財政基盤及び経営基盤 
 
・法人等の組織及び職員の配置等 
  管理運営の組織及び職員の職種等 
  日常の職員配置 
  人材の育成の方針 
 
・現在の施設職員の継続雇用に関する方針 
 
・関係法令に係る監督行政機関からの指導等の状況 
 
・法人等の社会的責任の遂行状況 
  障がい者雇用 
  男女共同参画推進企業・基準適合一般事業主の認定 
  ＩＳＯ・ＴＥＡＳの認証等 
 
・当該施設の管理運営状況の実績評価 
 

             
２６点 

 

５ その他 
（指定手続条例第５条第４号） 

・ネーミングライツに係る提案  
 ４点 

 
 
 
 
 



（４）審査結果（面接審査及び書類審査） 

選定 
基準 

配 点 
一般財団法人鳥取県
観光事業団 

委員からの主な意見等 

１ 適／不適 適  

２ ５５ ３３．２ 

・施設の設置目的を理解し、中国文化の発信と集客のための事業をバラ
ンスをとりながら実施される計画となっている。 
 

・周辺地域との連携を積極的に取り組もうとされている所や中国らしさ
を、運動、食、庭園、音楽等、様々な分野で取り入れようとされてい
る所は評価できると感じた。県観光事業団が７施設を管理されている
強みをもっと生かすべき。 

 
・イベントに頼る集客ではなく、普段のクオリティアップに向けた戦略
が必要。ここでしか見られないもの、味わえないものについてアイデ
ィアを出して取り組んでもらいたい。 

 
・施設のサービス、事業内容について、何をターゲットにどんなサービ
スを提供するか、今後、ヒアリングやアンケート 調査を行い、何の
サービスが良いかダメか、リピーターはいるかなども明らかにして、
そこからコスト削減や重点的にテコ入れするところなどの実情把握
が可能となると感じた。 

 
・情報発信の弱さが見受けられ、今後の誘客促進に向けた具体的な取り
組みに期待したい(営業努力)。 
 

３ １５ ７．６ 
・目標としては１０万人という数字を掲げて、それに向かって頑張って
いただきたいが、収支計画においては入園者数の設定が高すぎる。 

４ ２６ １２．３ 

・職員研修のひとつに湯梨浜町観光ガイドの会に適宜参加され園内の知
識のみならず周辺地域の観光情報も勉強されている。 
 
・人材育成が一般的な研修のみ。燕趙園の特色を発信するための個々の
職員のレベルアップのための育成が望まれる。 

５  ４ ０.０  

合 計 １００ ５３．１  

 
７ 指定管理候補者の事業計画の概要 
（１）開館時間・休園日 

○開園時間（現行どおり） 
・庭園、売店：午前９時から午後５時 
・飲食施設：午前１１時から午後２時３０分、午後５時３０分から午後９時  

○休園日（現行どおり） 
・庭園：１月及び２月の第４火曜日 ただし祝日の場合は直後の平日 

   ・売店及び飲食施設：定休日なし 
 
（２）利用料金 
  ○利用料金（現行どおり） 

有料公園施設 区 分 設定料金 

燕趙園 
（中国庭園部分） 
 
 
 
 

個人 大人 ５００円 

小人 ２００円 

団体 大人 （１０人以上）４５０円 
（２０人以上）４００円 

小人 （１０人以上）１８０円 
（２０人以上）１６０円 

学校
行事 

高校生 ２００円 
小中学生 ８０円 

○減免事項（現行どおり） 
・現行の減免事項は継続（身体障害者手帳の交付を受けた者等の全額減免など）。 



 
（３）利用促進のための取組み 

○年間を通して、中国の文化に気軽に触れられる機会を設けるほか、各種イベントに取組み集客促進を図る。 
・中国芸術文化公演の充実（中国雑技等…毎日） 
・夏休み特別イベント（地元新聞社と共催） 
・中華コスプレ大会（年２回） 
・チャイナドレスのレンタル実施 
・展示ホールでの中国の伝統文化、工芸等の企画展示（河北省の近代工芸品の展示等） 
・お茶を味わっていただく中国茶藝の実演 
・観蓮会(かんれんかい)…早朝６時３０分から開園 
・周辺施設や他団体との連携イベント（燕趙園花火、あやめ池秋の感謝祭＆燕趙園祭り、燕趙園のクリスマス、
仙桃節＆あやめ池春のこどもまつり、ビンゴウォーク大会等） 

   ・中国歳時記イベント（重陽節(ちょうようせつ)、春節祭等） 
   ・体験学習イベント（中国語講座、二胡教室、太極拳等） 
   ・道の駅感謝祭 
   ・燕趙園グラウンドゴルフ大会(年１１回) 

○新しく管理運営する「老龍頭(ろうりゅうとう)」は、飲食や休憩スペース、情報コーナーを設けるなど、柔軟に
対応する。 

○広報活動、営業活動 
・近隣の観光施設や温泉旅館組合等へチラシの訪問配布。イベント内容によって中部地域の幼稚園、保育園、小
学校へ情報提供。 

   ・ＳＮＳを活用したイベント情報及び庭園内の日常風景の情報発信。コスプレ愛好者へインターネットを活用し
た広報。 

   ・県外旅行会社への地元旅館組合との合同営業活動の実施。 
 
（４）サービスの向上策 
  ○コスプレ撮影の常時受け入れ 
  ○燕趙園友の会の継続 
  ○道の駅及び老龍頭について、より地域に密着し、気軽に利用できるための店舗リニューアル 

 


